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要         旨 

 
 中国初代の一人っ子政策世代である 80 後（1980 年代生まれ）は現在

30 代になった。80 後が直面する中国社会では経済構造の改革や社会構造

の変化が現在でも続いている。よって、80 後の就職、恋愛、結婚などの

ライフイベントは中国社会の変化からも大きな影響を受けていると言え

よう。また、一人っ子政策のもとで生まれた 80 後は、出産年齢を迎える

時期に一人っ子政策の終焉と二人っ子政策の開始を同時に経験した世代

でもある。このような背景をもとに、本研究では子どもを持つ 80 後がど

のように稼得役割と家事・育児役割の意味づけをし、遂行するのか、そ

してその際に生じる葛藤と正当化の過程を明らかにすることが主な目的

である。また、80 後のライフスタイル選択過程の特徴と独自性を可視化

するために、1970 年代に生まれた 70 後との比較も行なった。  

 主な結果として、80 後女性は仕事と家事・育児の二重役割に負担を感

じながらも、仕事は自身の価値の証明だと思っているケースが多く、ま

た負担解消のために夫との役割分担を調整し、社会的資源を利用してい

ることがわかった。80 後男性は家事や育児に費やす時間は少ないが、稼

得役割には積極的であることがわかった。世代間比較では、特に 70 後男

性は仕事と家庭内役割の両立をしている傾向にあるが、80 後男性はこの

両立に葛藤を抱えていることが多かった。 

 本論文は以下の点で高い評価が得られた。第一に、中国の 80 後へのイ

ンタビューデータの詳細な分析から、夫婦間の仕事と育児・家事の調整

と葛藤及び対処法についての貴重な知見が得られたこと、第二に、この

プロセスを 70 後と比較することにより、80 後夫婦の独自性や特徴を明

らかにしたこと、第三に 80 後研究への新たな方向性を指摘できたこと、

第四に夫婦間の役割調整に関して、学術的、政策的、教育・実践的な示

唆を導き出したことである。 
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